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科目番号：AE13G91 
科 目 名：国語科教育と文学 
担当教員：石塚修 
成績評価方法：①受講態度 30%、②授業内課題 30%、③レポート課題 40% 
成績評価基準： 

 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 
① 受講態度（30%） 授業への事前準備や

講演者・発表者への質

問など、問題意識を持

ち意欲的・積極的に参

加している。 

授業への事前準備や

講演者・発表者への質

問など、積極的に参加

している。 

授業への事前準備を

行い、講演や発表に参

加している。 

授業への事前準備は

十分ではないが、講

演・発表に参加してい

る。 

講演・発表への参加が

不十分である。 

② 授業内課題（30%） 対象の作品や作家に

ついて詳しく調査し、

独創性・発展性のある

内容で問題設定がな

されている。 

対象の作品や作家に

ついて詳しく調査し、

発展性のある内容で

問題設定がなされて

いる。 

対象の作品や作家に

ついて調査し、適切な

内容で問題設定がな

されている。 

対象の作品や作家に

ついての調査、問題設

定に不十分な箇所が

ある。 

発表が不十分である。 

③-1 
レポートの問題設定 
（20％） 

明確な問題設定に基

づき説得力・発展性の

ある考察がなされて

いる。 

明確な問題設定に基

づき考察がなされて

いる。 

問題設定に基づき考

察がなされている。 
問題設定が不十分だ

が、考察はなされてい

る。 

問題設定に基づく考

察が不十分である。 

③-2 
レポートのテクスト分析 
（20％） 

テクストを精緻に分

析し、説得力・発展性

のある考察がなされ

ている。 

テクストを精緻に分

析し、考察がなされて

いる。 

テクストを分析し、考

察がなされている。 
テクスト分析が不十

分な箇所があるが、考

察はなされている。 

テクスト分析に基づ

く考察が不十分であ

る。 

 


